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本研究の目的は、日本語とモンゴル語の「目」を含む慣用句を対象に慣用句の統語的な構成要素が
慣用句の意味成立に貢献できる可能性を検討し、さらに慣用句の意味が成立する文化的な背景を考察
し、日本語とモンゴル語の慣用句の意味成立における相違点を統語的・文化的な面から検討すること
である。 
日本語とモンゴル語は各国言語と同様に身体語彙慣用句が多く存在しており、その中で、「目」を
含む慣用句は両言語ともに身体語彙慣用句の中で１位を占める割合であり、目という部位は外界と真
っ先に接し、人間の内外世界を結ぶ部位と考えられるため、本研究の対象語彙とする。 
日本語とモンゴル語は慣用句を豊富に持つ言語であり、日常的によく使われるものであるため、慣
用句の解釈を円滑にさせることが言語研究だけでなく、異文化理解においても欠かせないものとなる
ことを期待する。 
S.Oyunzul(2010：34)が示すように、日本語とモンゴル語の「目」を含む慣用句のうち、語彙構成・
意味対応が基本的に類似するのが54.5％にすぎず、慣用句の意味解釈が類似しないことが示される。 
このように、慣用句における意味解釈の違いには慣用句の意味成立に影響し得ると考えられる慣用
句の統語的な構造や文化的な反映に対する分析が不可欠である。モンゴルにおいて慣用句の研究が少
なく、日本においてもモンゴル語との対照研究は稀である。日本語の慣用句の研究において近年では
言語要素の分析だけでなく、その意味成立を認知的な面から検討している研究が進んでいるが、統語
的な分析や意味的な背景に関する研究はまだ少ない。 
しかし、先行研究による慣用句の意味成立における認知的なプロセスに対する議論が普遍的であり、
慣用句の意味に反映している当該国民ならではの言語構成や文化などの特徴が現れにくいと考え、そ
れは対照研究により明らかになることと考えられ。 
本研究では石田（2000）や、有薗（2009）が議論する通り、慣用句における意味と統語の関連性に
従いながら、慣用句の固定性を成す統語的要素を分析し、それによって、意味への影響を把握する可
能性を期待する。 
 慣用句と文化の関連性に関しては、Д.Бадамдорж（2006：124）が言う「慣用句とは、意味において
その構成要素単独の意味が失われ、総和した一つの意味や概念を表し、当国民の思想や生活、習慣、
慣習、宗教などを反映した定型的な総和表現である」の通り、慣用句に当該国民の生活習慣をはじめ
とする文化的な背景が反映されていることが伺われる。 
本論文において日本語とモンゴル語の「目」を含む慣用句の形式的・統語的・意味的な分類や考察
を行い、その結果、以下の通りに結論付ける。 
第2章では、日本語とモンゴル語における「慣用句」の定義を取り上げ、両言語における定義や概念
を確認し、「二つ以上の語から成り、定型的な形式構成を持ち、構成要素全体で一つの意味を表す固
定された表現である」ということを見た。 
第3章では、日本語とモンゴル語の「目」を含む慣用句の統語的分析を行い、両言語の対象慣用句の
構成を対照しながら、同じ文法構造と言われる日本語とモンゴル語の慣用句構造に見られる相違表現
を明白にした。 
両言語の対象慣用句は、基本的に品詞的構成には差が見られず、大多数を示すのが動詞慣用句（日
本語85.2％、モンゴル語86.8％）である。その中で、動詞の語尾活用形によりいくつかの固定形（日
本語には8種、モンゴル語には19種）が現れ、格助詞の構成としては両言語共に格助詞は「対格」と「主
格」が一番多く、これは両言語の共通点となり得る。 
第4章では、統語的構成を対象にする対照考察に基づき、モンゴル語独特に現れる統語的な構成要素
が意味成立に関与する可能性について検討した結果は次の通りである。  
日本語の「Ｎ+ガ+Ｖ」に対してモンゴル語の「Ｎ+ø+Ｖ」の主格だけでなく、「Ｎ+ø+нь+Ｖ」主格+
所有接合語という構成による慣用句が対応している。従って、モンゴル語における「主格+所有接合語」
の分析により、第三者の感情・評価に対するマイナスの意味が多いことが観察され、その意味表示は
「нь」なしでは不可能に近いと言える。そして、マイナスマイナス評価と「нь」の関係性についても
解説した。慣用句レベルにおいて、モンゴル語の通常の「нь」の待遇表現（心理近接性）を表す意味
が三人称を焦点にしながら、一人称や二人称を表す時に使われ、その場合は親しみを表す。文レベル
においては、「нь」が無い場合、「N+ ø +V」構成表現を見てみれば、「目」の身体部位自体の様子が
描かれ、慣用句の程度が「нь」を使った慣用句より低いことが観察された。 
さらに、両言語の「対格」使用例を分析した結果、両言語においてその用法や意味は基本的に似て
いるものの、モンゴル語の「対格＋再帰所有接辞」用法が目立ち、その慣用句の意味への影響につい
て検討した。「対格」のみの場合、対象者の外界に対する意図的な行動や非意図的な心情が表され、
それに対して「再帰所有接辞」が必要とされる要因は、対象者の意図と判断による話し手への感情評
価や態度を表出する動作であると考えられる。 
身体部位を対象にする表現であるため特徴的であり、「再帰所有接辞」により強調される「目」と
は、人間の分解不可能所有物であるため、視力器官の働きとは異なる意味対応を表す目途が実現され、
伴って統語的な構成要素により慣用句の意味が成り立つ可能性が期待される。 
また、日本語とモンゴル語の所有構造を示す「ある」、「もつ」、「-тай」の意味について検討し、
両言語の慣用句における所有構造の対照考察を行った。モンゴル語の「N+тай」が日本語の「N持ち」
の構造と意味に近いが、身体部位を対象にする特殊な意味においては「ある」や、「-тай」により構成
されており、両言語共に「目」を通じる鑑識力を意味している。日本語の「ある」は身体部位を対象
とする場合は「身体部位」を属性物として捉え、その属性物の<長期的な保持性>を示す機能を見せる。
つまり、抽象物として捉える場合に限って本来備わっている所有物の一面の「存在」を意味している。
そのため、分離不可能所有物に対しては典型的な所有構造を成す「持つ」が示す意図性が不必要であ
り、従って非意図性を持つ「ある」が有効的であることが分かる。 
日本語の「ある」に対して、モンゴル語の場合は「‐тай」が身体部位を「属性」とする捉え方や、
属性物を<長期的に保持されるもの>とする認識において「ある」の用法に類似し、身体部位を含む慣
用句における特徴として伺われる。 
このように、第4章で行った統語的分析を通して、慣用句の意味成立には構成語彙の意味分析だけで
なく、統語的な構成要素も影響する可能性があることが明らかになった。 
 
第5章では、日本語とモンゴル語の「目」を含む慣用句の意味成立に対する分析を行い、その背景に
ついて対照考察した。両言語における「目の形の変化」、「目の動き」、「目の色の変化」、「目の
様子の変化」、「目の移動」などの目から伺われる表情に基づいた表現が共通され、先行研究による
「生理的基盤」や、身体部位の「具象性」に基づき慣用的意味が拡張することが検証される。 
さらに、文化的な背景に関する考察の結果、当該国民の伝統的産業や生活環境や習慣や社会的ルー
ルなどが慣用句の意味成立に影響していることが明示され、それらに関する解説を記述した。 
モンゴル語においては色彩認識による表現である目の色で表される<欲望>の意味は伝統的生活によ
るものであることを指摘し、共感による感情表現も現れ、それらは自国民に対するプロトタイプ的な
イメージが反映され、他人の外見や内面への評価を表す表現が生まれる基盤となることが明示された。 
日本語特有に現れる表現に関しては、<愛>、<恥>、<敬意>などを表す表現が社会的ルールから習慣
化された感情の表し方であると考えられる。一方、モンゴル語における<嫌悪>、<愉快>、<不快>、<不
満>などの他人に対する評価、それを表す慣用句は日本語に現れないことも特徴的であり、このような
特徴は工藤（2000）の指摘にあるように、日本人は他人への感情評価を避ける傾向であることに背景
化されていると認識される。要するに、モンゴル語は感情や他人への評価などを直接的に表す傾向で
あることが言語表現から伺われることを促している。 
上記の通りに、従来の研究では固定されていると指摘される慣用句の意味成立に統語的な構成要素
の影響を明白にし、そのような分析の可能性が示せた。さらに、同じアジア大陸の国であり、言語構
造も同じと見なされる日本語とモンゴル語の慣用句において、独特な文化・社会などの背景により表
現の意味成立には相違点が生じる可能性があることを指摘した。 
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